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建築面積
新築棟 7,572.75㎡

既存棟 1,363.80㎡

延べ面積
新築棟 19,910.24㎡

既存棟 1,346.27㎡

階 数 校舎棟 地上4階・地下0階

高 さ
新築棟 20.7 ｍ

既存棟 9.8 ｍ

基礎工法 直接基礎

■事業区域位置・面積
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事業区域面積 30,582.47㎡

計画棟数 新築 9棟・既存 4棟



■事業計画における建築物の用途・構造

名 称 構 造 最高高さ

①
校舎棟

（図書館含）
鉄筋コンクリート造

一部鉄骨造
20.7ｍ

② 渡り廊下 鉄骨造 2.70ｍ

③ 体育倉庫 鉄骨造 3.76m

④ ゴミ置場 鉄骨造 4.26ｍ

⑤ 交通誘導員棟 鉄骨造 2.40ｍ

⑥ 駐輪場1 鉄骨造 2.40ｍ

⑦ 駐輪場2 鉄骨造 2.40m

⑧ 駐輪場3 鉄骨造 2.40m

⑨ 駐輪場4 鉄骨造 2.98ｍ

㋐ 既存体育館 鉄骨造 9.80ｍ

㋑ 旧給食棟 鉄筋コンクリート造 6.00ｍ

㋒ 既存校舎棟 鉄骨造 4.50ｍ

㋓ 既存プール棟 鉄筋コンクリート造 5.24ｍ

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦
⑧

⑨

㋐

㋑

㋒

㋓

菜園
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新築

既存



公開空地エリア

歩道状空地エリア

歩道状空地
エリア

歩道状空地
エリア
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■公開空地・歩道状空地エリア



現小学校側

歩道状空地エリア
※ピンク色

現中学校側

公開空地エリア
※青色

歩道状空地エリア
※ピンク色

歩道状空地エリア
※ピンク色

■公開空地・歩道状空地拡大図
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■新校舎棟平面プラン

51階平面図

管理諸室

給食諸室

図書館

体育館

学校図書館

小学校教室

昇降口
職員・来客用玄関
地域開放用玄関

管理諸室

サブアリーナ

ステージ

小学校
特別教室特別

支援
教室

給食諸室

学校図書館

図書館若葉分館
地域開放
玄関

昇降口

特別支援教室

防災倉庫

防災
倉庫

職員
来客用
玄関

※現時点での図面です。実施設計段階で変更になる場合があります。



■新校舎棟平面プラン
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中学校教室

小学校教室

2階平面図

中学校特別教室

中学校
教室

小学校
特別教室

小学校
教室

小学校
教室

小学校
特別教室

中学校
特別教室

小学校
教室

中学校
特別
教室

テラス

管理諸室

テラス

給食諸室

※現時点での図面です。実施設計段階で変更になる場合があります。



■新校舎棟平面プラン

73階平面図

体育館

中学校教室

小学校教室

アリーナ

ステージ

中学校
特別教室

中学校
教室

小学校
特別教室

小学校
教室

小学校
教室

中学校
特別教室

管理諸室

給食諸室

※現時点での図面です。実施設計段階で変更になる場合があります。



■新校舎棟平面プラン

84階平面図

中学校教室

小学校教室

中学校
特別教室

中学校
教室

小学校
教室

小学校
教室

小学校
教室

テラス

テラス

テラス

管理諸室

給食諸室

※現時点での図面です。実施設計段階で変更になる場合があります。



■新校舎棟平面プラン

9R階平面図

設備設置予定設備設置予定

設備設置予定

※現時点での図面です。実施設計段階で変更になる場合があります。



■図書館 若葉分館 レイアウト
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事務室書庫

新聞・
雑誌

エリア

WC

YA
コーナー

児童書
エリア

入口

授乳室

集会室

予
約
本
受
取
コ
ー
ナ
ー

一般書エリア

※現時点での図面です。実施設計段階で変更になる場合があります。

おはなし
室

テラス

ｶｳﾝﾀｰ
窓口



■立面図
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※イメージ図です。
実際の色調と違いが出る場合があります。

A

C

D

B

＜建物全体＞落ち着いた白と薄いグリーンを基調とした色調

＜アクセント色＞小学校バルコニー
明るくやわらかなサーモンピンク

＜アクセント色＞ 中学校バルコニー
落ち着いたモスグリーン

B A

D

C



■日影図
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◆等時間日影とよばれるもので、
建築確認申請上、審査が必要な影

赤ライン ２時間・３時間

◆冬至日の日差しによる測定面（４ｍ）

青ライン
（1時間ごとに実線と点線で表記）
緑ライン 高台部の日影



2025年
令和7年

2026年
令和8年

2027年
令和9年

2028年
令和10年

2029
年

令和11
年

7 8 9 10 11 12 1～ 12 1～5 6～10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1

第１期工事 第２期工事

新築工事
改修工事

解体工事

グラウンド
整備工事

作業形態
(ST①～⑤)

メイングラウンド(現小学校)

サブグラウンド(現中学校)

整備（予定）

今後の施設整備工事スケジュール（予定）は、次の通りです。
今後の事業進捗の状況によっては変更が生じる場合があります。

■施設整備工事スケジュール（予定）

仮囲い設置
工 事

新築建物工事
(校舎棟、公開空地、歩道状空地部分)(予定)

既存体育館・旧給食室
既存プール改修工事

(予定)

既存中学校
プール他

工作物解体

校舎解体(予定)
既存中学校

校舎解体(予定)

校舎解体(予定)
既存小学校

校舎解体(予定)

ステップ

①

ステップ

②

ステップ

③ ステップ④

ステップ⑤
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ステップ①ステップ① ２０２５年７月～８月末頃２０２５年７月～８月末頃 既存中学校プール他解体既存中学校プール他解体

■作業形態①

No.1ゲート

騒音振動計

防犯カメラ
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ステップ②ステップ② ２０２５年９月～２０２７年5月末頃２０２５年９月～２０２７年5月末頃 中学校工作物解体・新築建物工事中学校工作物解体・新築建物工事

■作業形態②

防犯カメラ

騒音振動計

No.1ゲート

新校舎
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ステップ③ステップ③ ２０２７年6月～２０２７年１０月末頃２０２７年6月～２０２７年１０月末頃

■作業形態③

新築建物工事・公開空地・歩道状空地新築建物工事・公開空地・歩道状空地

新校舎

No.2ゲート No.2-1ゲート No.1ゲート

防犯カメラ

騒音振動計
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■作業形態④

ステップ④ステップ④ ２０２８年２月～２０２８年９月末頃２０２８年２月～２０２８年９月末頃 既存中学校・小学校校舎解体既存中学校・小学校校舎解体

No.5ゲート

騒音振動計

No.4ゲート

防犯カメラ

騒音振動計

No.3ゲート

防犯カメラ
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■作業形態⑤

ステップ⑤ステップ⑤ ２０２８年6月～２０２９年１月末２０２８年6月～２０２９年１月末 メイングラウンド・サブグラウンド工事メイングラウンド・サブグラウンド工事

騒音振動計

メイングラウンド整備工事

サブグラウンド整備工事

防犯カメラ

No.6ゲート

No.5ゲート

No.4ゲート

騒音振動計
防犯カメラ

No.3ゲート



対策事項 安全対策配慮事項

安全対策
・登校時の7：30～8：30は工事車両の通行は行いません。
・工事車両の出入りは、上記の登校時間帯を除く時間に行います。
・近隣道路を含めて、工事関係車両はすべて徐行運転するとともに、

現場周辺には工事車両を駐車致しません。

進入・退出

・工事車両は南側都道からの進入・退出を主に行います。
・工事車両が道路に出る際には、センサーの感知に連動して回転灯を

点灯させ、誘導員とともに歩行者への注意喚起を行います。
・仮囲いは隅角部やゲート脇に透明パネルなど設置し、視認性を高め

ます。

近隣配慮

・場内に停車する車両は、アイドリングをストップします。
・作業日･時間は、原則として月～金曜日、8:00～18:00とし、

学校行事や工事の進捗により市･学校と協議し、場合によっては
工事の休工対応を含めて、柔軟に調整します。

・仮囲いに照明を設置し、夜間の安全を確保します。
・仮囲いに工事の週間工程表を掲示します。
・路上喫煙を禁止致します。

■工事中の環境保全対策1
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■工事中の環境保全対策２
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対策事項 安全対策配慮事項

コンクリート
打設中の継続

作業

・コンクリート打設作業は、継続して行う必要があるため、作業時間
が延長になる場合があります。また打設作業終了後にコンクリート
表面の均し作業が必要になるため、夜間に及んでしまう場合もあり
ます。その場合作業音については極力抑えて行います。

近隣家屋の
保全

・近隣家屋に損傷がないように、施工方法に十分配慮します。
・特に、敷地境界に接する家屋については、事前に第三者の

専門調査会社による家屋調査を行います。
・万が一損傷が発生した場合は、速やかに対応し、修復を行います。

騒音の抑制
・基礎工事などの重機については、超低騒音バックホウを使用します。
・局部的に騒音が発生する場合は、防音パネルを設置するなど、

吸音性のある材料を使用し、周辺への影響を少なくします。



■工事中の環境保全対策３
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対策事項 安全対策配慮事項

振動の抑制
・敷鉄板と鉄板固定金物を使用し、車両通行時の振動を抑制します。
・基礎工事などのバックホウのキャタピラは主にゴム製を使用し、

振動を抑制します。

粉塵の飛散
防止・抑制

・工事車両が道路に出る際はタイヤを洗浄します。
・周辺道路を清掃します。

影響レベルの
監視

・騒音・振動・粉塵計を設置し、環境基準値以上の自主管理値を
設け、超過時は工事を中断し、対策を講じます。

火災の防止
・工事現場内には消火器等を常備し、火災の防止に努めます。
・火気使用の作業実施の際は、責任者を定め、消火設備を整備します。



【本事業に関する問合せ先】
本日の説明内容に関するお問合せは、以下までお願いいたします。

＜設計に関する問合せ先＞
PFI調布小・中学校・図書館施設整備株式会社
担当企業 ： 伊藤喜三郎建築研究所
電話：03-5954-7681
月曜日～金曜日(祝日、年末年始を除く)
午前9時00分～午後6時00分

＜工事に関する問合せ先＞
PFI調布小・中学校・図書館施設整備株式会社
担当企業 ： 青木あすなろ建設
電話：03-5419-1021
月曜日～金曜日(祝日、年末年始を除く)
午前8時30分～午後5時30分（工事現場事務所設置まで）
※工事現場事務所の設置（令和７年７月予定）後に、連絡先を
外周仮囲い部の見やすい箇所に掲示します。

＜事業全般に関する問合せ先＞
調布市教育委員会教育部教育総務課
電話：042-481-7466
月曜日～金曜日(祝日、年末年始を除く)
午前8時30分～午後5時15分
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